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1.はじめに
近年，災害時や行方不明者捜索時の迅速な情報収集
手段として，航空ドローンを用いた空撮による情報収
集が注目されている．
しかし，現状では実際にドローン空撮で情報収集を
行う際にいくつかの課題が存在する．1つは，複数台
ドローンの撮影映像をリアルタイムに集約表示するこ
とが難しいという点である．災害時などの運用におい
ては迅速な意思決定のためにも，各地の撮影映像を災
害対策本部等で 1つの画面に集約し閲覧することが求
められる．
また，映像とともにドローンの位置や撮影方向を把
握することができないため，正確な情報収集や，安全
な運用が難しいという課題がある．ドローンから配信
される映像には位置情報や撮影方向が表示されないた
め，映像を閲覧しても，どの地点のどの方向の映像な
のかを閲覧者は把握できない．また航空法では，ドロー
ンの対地高度が 150m以上となる空域では原則飛行禁
止とする [1]などの運用上の制限がある．しかし，一般
にドローン操縦用アプリケーションでは，最初に離陸
した点からの相対高度が表示される上，他のドローン
の位置を表示することができない．したがって，操縦
者や閲覧者がドローンの正確な地図上での位置や絶対
的な対地高度を把握できることが求められる．
そこで，本研究では複数台ドローンによる情報収集
を支援するリアルタイム映像集約表示システムを開発
し，複数台のドローン空撮による迅速かつ正確な情報
収集を実現することを目的とする．
また，本研究では，複数ドローンのリアルタイム撮
影映像を 1つの画面に集約して表示すると同時に，地
図上での各ドローンの位置や方向，リアルタイムでの
対地高度及び緯度経度を表示する機能を有した，複数
ドローンを用いた情報収集と運用を支援するシステム
を開発することを目標とする．

2.研究概要
本研究で開発したシステムの構成図を図 1に示す．シ
ステムは，複数台ドローンのリアルタイム撮影映像と
位置情報及び対地高度を集約してブラウザ上で表示す
るドローン映像集約表示システムと，ドローンのコン
トローラに接続したAndroid端末から位置情報や方向，
対地高度をサーバへ配信するドローン情報配信システ
ムから構成される．
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図 1 システム構成

図 2 リアルタイム映像閲覧画面

また図 1にあるように，撮影映像は，ドローン製造会
社が提供しているドローン操縦用アプリケーションを
介してYouTubeへ配信される．本研究では，DJI社製
のドローンを想定して，DJI社が提供するDJI Pilotを
用いてAndroid端末から映像配信を行うよう構成した．
2.1.ドローン映像集約表示システム
ドローン映像集約表示システムの主な機能は以下の

2つである．
1. リアルタイム映像閲覧機能
2. 過去映像閲覧機能
リアルタイム映像閲覧機能
リアルタイム映像閲覧機能の画面を図 2に示す．図

2にあるように，リアルタイム映像閲覧画面では，複
数台のドローンから配信されたYouTubeの映像を集約
して表示する．これにより，閲覧者は，このシステム

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-605

4ZH-05

情報処理学会第85回全国大会



図 3 過去映像検索画面

にログインするだけで，1つの画面に集約された映像
をリアルタイムで閲覧することができる．
また，映像部分の下部にはリアルタイムでのドロー
ンの対地高度，アイコンでドローンの位置と向きを表
示する地図とドローンの緯度経度を表すグラフを同時
に表示している．これにより，閲覧者は撮影映像がど
の地点でどの方向を向いて撮影されたのかの把握が容
易となる．また，操縦者にとっては，自分のドローン
が対地高度の数値から飛行禁止高度に入っていないか，
グラフ上での位置関係から他のドローンとの衝突の危
険は無いかをリアルタイムで把握することができる．
過去映像閲覧機能
本システムでは，ドローン映像を配信するとともに
飛行経路とドローン名，飛行日時をサーバ上に記録し
ておき，YouTube上のアーカイブと紐づけることで過
去映像の記録を実現している．図 3は，記録された過去
映像を地図上から検索するための画面で，この画面に
は過去の飛行経路が地図上にマーカで表示される．飛
行日時とドローン名を指定し，表示された経路をクリッ
クすることで，該当の配信アーカイブを閲覧すること
ができる．これにより，リアルタイム配信で見逃しが
あっても遡って情報を確認することが可能となる．
2.2.ドローン情報配信システム
ドローン情報配信システムは，ドローンのコントロー
ラに接続された Android端末上で，バックグラウンド
で動作する．このシステムとともにフォアグラウンド
でドローン操縦用アプリケーションを動作させること
で，ドローン操縦用アプリケーションの画面解析を行
い，リアルタイムに位置情報を取得・映像集約表示シ
ステムへ送信する．
図 4は，ドローン情報配信システムを Android端末
上で起動した際の画面である．この画面で，登録され
ている自分のドローンの製品番号と一致するものを選
択すると，バックグラウンドでの画面解析処理に移行
する．これにより，YouTubeへの映像配信と同時に位
置情報をシステムへ送信することを実現している．
3.システムの評価
本研究で開発したシステムについて，実際にドロー
ンを用いた情報収集を実施している愛媛県宇和島市役
所の職員 2名に対して映像集約表示システムの機能に
ついてアンケートを実施した．アンケートは以下の質問

図 4 配信ドローン選択画面

表 1 質問に対する点数

質問 1 質問 2 質問 3

回答者 1 5 5 5

回答者 2 5 5 5

に対して 1(全くそう思わない)～6(非常にそう思う)の
点数で理由とともに評価してもらう形で実施した．表
1に回答者ごとの質問に対する点数を示す．
質問 1 本システムのリアルタイム映像集約表示機能に

よって，災害時等の正確かつ迅速な情報収集の支
援につながると思うか．

質問 2 本システムの地図情報表示やドローン位置のグ
ラフ表示によって，安全なドローンの運用や正確
な情報収集の支援につながると思うか．

質問 3 過去映像閲覧機能によって，業務の支援につな
がると思うか．

4.おわりに
表 1の結果から，本研究のリアルタイム映像集約表
示システムによって，目標である複数ドローンを用い
た正確かつ迅速な情報収集の支援が期待できると考え
られる．また，過去映像閲覧機能については，過去映
像の軌跡を利用して捜索活動の計画立案に役立てられ
るとの意見や，ドローン情報に加えて操縦者毎の飛行
履歴や飛行経路も紐づけて管理できれば良いとの意見
があった．今後は，ドローンの管理部分やユーザ管理
部分，また操縦者に対する情報通知の面で改良を進め
ていきたい．
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